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論文内容要旨 

 

これまで我々は，自発呼吸下における呼吸様式の変化が，吸気補助筋の筋電図に及ぼす影響を研究

してきた．今回，継時的に進行する上気道閉塞を再現する装置を作製し，筋電図変化と呼吸運動との

関連性を検討することとした． 

被験者は 20歳以上の呼吸機能に問題のない男女(26～47歳)計 8名．マスク一体型の気道内圧計・流

量計，パルスオキシメーター，左右の胸鎖乳突筋に筋電計電極を装着した．気道内圧計・流量計の先

端に人工鼻を装着し，内部にシリンジポンプを用いて，2%メチルセルロース溶液を 1mL/min の速度

で注入した．気道抵抗を経時的に漸増させた状態で，吸気補助筋活動および気道内圧，呼気流量，経

皮的酸素飽和度を測定し，それぞれの変化を観察した． 

筋電図を Spike count処理し，時間経過を 1分間毎に区間分けして変化率で表したところ，5～6分，

6～7分の区間において，有意な増加を認めた．全被験者の平均気道内圧は，時間経過と共に増加傾向

がみられ，4～5 分を境に有意な増加を認めた一方，呼気流量は 4～5 分を境に有意な減少を認めた． 

SpO2は 5～6分より低下傾向がみられ，6～7分で有意な低下が認められた． 

吸気補助筋としての胸鎖乳突筋は，気道抵抗の増加に伴って積極的に吸気運動時に活動している可

能性が考えられた．また，SpO2の低下に先立って筋電図上で有意な変化がみられたことから，筋電図

がパルスオキシメーターよりも鋭敏な上気道閉塞状況を知るモニターになりうる可能性があると考え

られた． 

 

 



論文審査結果要旨 

 

本研究は、継時的に進行する上気道閉塞を再現する装置を作製し、筋電図変化と呼吸運動との関連

性を検討したものである。20歳以上の呼吸機能に異状のない男女(26～47歳)計 8名を用い、マスク一

体型の気道内圧計・流量計，パルスオキシメーター、左右の胸鎖乳突筋に筋電図導出用電極を装着さ

せ、気道内圧の変化を測定している。上気道閉塞は、気道内圧計・流量計の先端に人工鼻を装着し、

人工喀痰に相当する 2%メチルセルロース溶液を 1mL/min の速度で注入することにより、再現してい

る。さらに筋電図を Spike count 処理し、時間経過を 1 分毎に区間分けして変化率で表している。こ

れらの実験により、5～6分，6～7分の区間において、有意な筋電図 Spike countの増加を認めている。

平均気道内圧は時間経過と共に増加傾向を認めており、4～5分を境に有意な増加を認めた一方、呼気

流量は 4～5分を境に有意な減少を認めている。 SpO2は 5～6分より低下傾向がみられ、6～7分で有

意な低下を認めている。以上の結果は、吸気補助筋としての胸鎖乳突筋が、気道抵抗の増加に伴って

積極的に吸気運動時に活動していることを示唆しており、SpO2の低下に先立って筋電図上の変化をと

らえる可能性を示している。 

筋電図がパルスオキシメーターよりも鋭敏な上気道閉塞状況を知るモニターになりうる可能性を証

明した点において、本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 


